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定
期
的
淡
水
排
出
で
ヘ
ド
ロ 

【
毎
日
新
聞
・
７
月
２
７
日
】
小
雨
が
降
る

６
月
１
５
日
、
佐
賀
県
白
石
町
の
畑
で
十
数

人
の
男
女
が
腰
を
曲
げ
、
収
穫
期
を
迎
え
た

タ
マ
ネ
ギ
を
黙
々
と
、
か
ご
に
集
め
て
い

た
。
そ
の
中
に
、
同
県
太
良
町
の
漁
師
で
開

門
請
求
訴
訟
の
原
告
、
平
方
宣
清
さ
ん
（
５

８
）
の
姿
が
あ
っ
た
。
漁
で
の
収
入
が
見
込

め
ず
「
出
稼
ぎ
」
で
生
計
を
立
て
る
。
「
腰

が
痛
く
て
」
。
海
か
ら
陸
に
上
が
り
、
慣
れ

な
い
作
業
に
苦
笑
い
し
て
空
を
見
上
げ
た
。 

 

か
つ
て
梅
雨
の
時
期
は
、
養
殖
ア
サ
リ
や

カ
ニ
漁
に
汗
を
流
し
て
い
た
。
し
か
し
、
諫

早
湾
干
拓
事
業
の
潮
受
け
堤
防
が
閉
め
切

ら
れ
た
９
７
年
ご
ろ
か
ら
、
ア
サ
リ
だ
け
で

な
く
、
収
入
の
柱
だ
っ
た
冬
の
タ
イ
ラ
ギ
漁

も
不
振
に
。
約
２
０
年
前
の
最
盛
期
か
ら
、

収
入
は
約
１
０
分
の
１
に
落
ち
込
ん
だ
。
今

年
も
ア
サ
リ
の
身
は
詰
ま
ら
ず
、
市
場
で
３

分
の
１
以
下
の
値
し
か
付
か
な
か
っ
た
。
船

を
出
し
て
も
カ
ニ
の
水
揚
げ
で
は
利
益
は

見
込
め
ず
、
農
作
業
の
手
伝
い
に
。
生
活
の

た
め
と
割
り
切
っ
て
い
る
が
「
や
っ
ぱ
り
海

で
生
き
て
き
た
か
ら
。
船
に
こ
そ
、
安
ら
ぎ

が
あ
る
」 

◇ 
 
 
 
 

◇ 

「
泥
が
積
も
り
濁
り
が
増
加
、
漁
獲
効
率
は

低
下
」。
環
境
影
響
評
価
（
ア
セ
ス
メ
ン
ト
）

中
間
報
告
は
開
門
に
よ
る
諫
早
湾
の
影
響

を
こ
う
指
摘
す
る
。
「
冗
談
じ
ゃ
な
い
。
被

害
を
受
け
て
い
る
の
は
今
な
の
に
」
と
平
方 

諫早開門「今が被害」漁民ら怒り 

 

セ
ス
メ
ン
ト
）
中
間
報
告
で
、
国
は
地
下

水
案
を
検
討
し
、
今
度
は
、
地
盤
沈
下
を

心
配
す
る
周
辺
の
後
背
地
住
民
の
反
発

を
招
い
た
。
堤
防
閉
め
切
り
で
潮
が
遡
上

せ
ず
、
河
川
水
を
使
え
る
よ
う
に
な
り
、

地
盤
沈
下
の
不
安
が
緩
和
さ
れ
て
い
た

か
ら
だ
。 

 

一
方
、
開
門
推
進
派
も
こ
う
し
た
後
背

地
に
配
慮
し
、
地
盤
沈
下
の
懸
念
が
な
い

「
た
め
池
」
を
提
案
し
て
い
た
が
、
中
間

報
告
は
「
用
地
確
保
に
時
間
が
か
か
る
」

な
ど
と
し
て
採
用
し
な
か
っ
た
。 

◇ 
 
 
 

◇ 

 

う
ま
く
水
源
が
確
保
で
き
た
例
が
島

根
、
鳥
取
両
県
の
中
海
干
拓
事
業
だ
。
１

９
６
３
年
に
始
ま
り
、
沿
岸
４
カ
所
に
計

４
８
５
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
干
拓
地
が
完
成
。

だ
が
、
堤
防
閉
め
切
り
で
中
海
の
淡
水
化

が
水
質
悪
化
に
つ
な
が
る
と
し
て
反
対

運
動
が
起
こ
り
、
０
２
年
に
淡
水
化
は
中

止
さ
れ
た
。
そ
の
代
替
水
源
が
た
め
池
だ

っ
た
。 

 

た
だ
、
諫
干
と
異
な
る
の
は
一
部
に
県

有
地
が
あ
り
、
了
解
を
得
て
「
池
の
用
地

確
保
に
も
大
き
な
問
題
は
な
か
っ
た
」

（
中
国
四
国
農
政
局
）
こ
と
だ
。
諫
干
で

は
、
長
崎
県
側
の
反
発
が
あ
り
、
県
は
「
後

背
地
は
優
良
農
地
で
水
源
に
は
で
き
な

い
」
と
主
張
。
「
耕
作
放
棄
地
に
た
め
池

を
」
と
す
る
開
門
推
進
派
と
か
み
合
わ
な

い
。 

 

中
海
の
淡
水
化
中
止
に
取
り
組
ん
だ

保
母
武
彦
島
根
大
名
誉
教
授
（
６
９
）
は

「
諫
早
も
、
行
政
任
せ
に
せ
ず
、
市
民
レ

ベ
ル
で
真
剣
に
考
え
れ
ば
、
お
の
ず
と
難

問
は
解
決
で
き
る
」
と
指
摘
す
る
。 

よ
み
が
え
れ
！
有
明
海
・
国
会
通
信 

よ み が え れ ！  

有 明 訴 訟 弁 護 団

( 後 藤 富 和 ）発行

092-512-1636 

090‐9602‐0700 

さ
ん
は
憤
る
。 

実
際
に
は
、
排
水
門
は
定
期
的
に
「
開

門
」
し
て
い
る
。
堤
防
内
の
調
整
池
は
防

災
機
能
を
保
持
を
理
由
に
標
高
マ
イ
ナ

ス
１
メ
ー
ト
ル
で
管
理
。
河
川
か
ら
の
流

入
な
ど
で
水
位
が
上
昇
す
る
と
門
は
開

く
。
昨
年
度
は
約
３
億
２
８
０
０
万
ト
ン

を
諫
早
湾
に
排
出
。
堤
防
閉
め
切
り
で
潮

流
が
弱
ま
っ
て
い
る
た
め
淡
水
が
海
水

と
混
ざ
ら
ず
、
赤
潮
が
続
発
し
て
い
る
と

平
方
さ
ん
ら
は
主
張
す
る
。 

 

大
雨
後
の
５
月
下
旬
、
諫
早
湾
内
の
漁

師
か
ら
「
網
に
ヘ
ド
ロ
が
絡
ま
り
、
漁
が

で
き
な
い
」
と
い
う
苦
情
が
続
出
し
た
。

同
月
２
０
日
に
は
、
有
明
漁
協
（
島
原
市
）

の
漁
師
８
人
が
県
に
排
出
の
抑
制
を
求

め
た
。
松
本
正
明
組
合
長
（
５
９
）
は
「
当

面
は
小
幅
な
開
門
で
調
整
池
を
海
水
に

し
、
淡
水
の
排
出
が
な
く
な
る
だ
け
で
も

漁
場
は
改
善
す
る
」
と
断
言
す
る
。 

だ
が
、
今
の
被
害
に
目
を
向
け
ず
、
ア

セ
ス
は
開
門
し
た
際
の
被
害
を
強
調
す

る
だ
け
。
松
本
さ
ん
は
吐
き
捨
て
る
よ
う

に
言
う
。
「
国
が
開
門
す
る
気
が
な
い
な

ら
、
そ
の
う
ち
、
湾
内
か
ら
漁
師
は
い
な

く
な
る
さ
」 ◇ 

 
 
 
 

◇ 

 

昨
年
末
の
福
岡
高
裁
判
決
を
受
け
、
国

は
開
門
方
針
を
決
め
た
。
だ
が
、
ア
セ
ス

中
間
報
告
で
、
対
策
費
を
最
大
１
０
７
７

億
円
と
見
積
も
る
な
ど
、
開
門
推
進
、
反

対
両
派
か
ら
怒
り
の
声
が
上
が
る
。
国
の

本
気
度
が
見
え
な
い
中
、
防
災
、
塩
害
に

不
安
を
抱
く
人
た
ち
や
、
有
明
海
の
再
生

を
願
う
漁
師
た
ち
の
「
声
」
を
聞
い
た
。 

代
替
水
源
の
確
保
急
務 

干
拓
地
農
家
、
塩
害
が
不
安 

【
毎
日
新
聞
・
７
月
２
８
日
】
有
明
海
に

面
し
た
佐
賀
市
川
副
町
か
ら
鹿
島
市
ま

で
広
が
る
約
３
２
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
の

有
明
干
拓
地
。
食
糧
増
産
を
図
る
た
め
、

稲
作
拡
大
を
目
指
す
農
家
が
入
植
し
、
約

５
０
年
前
か
ら
米
作
り
に
励
ん
で
き
た
。

白
石
町
の
陣
内
護
さ
ん
（
７
６
）
も
そ
の

一
人
だ
。 

 

一
番
の
課
題
は
土
壌
の
塩
害
対
策
だ

っ
た
。
暗
き
ょ
を
掘
り
、
排
水
機
能
を
高

め
て
塩
分
が
抜
け
や
す
い
よ
う
に
し
、
深

さ
約
３
０
メ
ー
ト
ル
の
井
戸
か
ら
、
水
を

確
保
し
た
。
「
稲
作
に
と
っ
て
真
水
が

命
」
。
当
時
は
塩
分
濃
度
を
測
る
機
器
も

十
分
に
な
く
、
夜
中
も
田
ん
ぼ
の
水
を
な

め
て
回
っ
た
。
今
は
、
大
規
模
な
貯
水
池

や
ク
リ
ー
ク
な
ど
安
定
的
な
水
源
が
確

保
さ
れ
、
佐
賀
で
は
大
規
模
な
塩
害
は
発

生
し
て
い
な
い
。 

 

諫
干
の
入
植
者
ら
が
「
開
門
」
で
最
も

懸
念
す
る
の
も
塩
害
だ
。
堤
防
内
側
の
調

整
池
に
海
水
が
入
り
、
農
業
用
水
に
使
え

な
い
。
陣
内
さ
ん
は
「
不
安
は
分
か
る
」

と
思
い
や
る
。
「
開
門
の
際
は
、
国
が
き

ち
ん
と
代
替
水
源
を
整
え
て
ほ
し
い
」
と

訴
え
る
。 

 

そ
の
「
水
源
」
。
環
境
影
響
評
価
（
ア

心
配
す
る
周
辺
の
後
背
地
住
民
の
反
発


